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弾性定数に現れる Ba(Fel-xCOx)2As2の量子臨界的性質
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鉄系超伝導体の発見は、 その超伝導発現機構の解明を通して、より高い超伝導転移温度への期

待を人々に抱かせている [1]0多くの鉄系超伝導体は、酸化物超伝導体、希土類・ウラン系超伝導

体、有機超伝導体と類似した、超伝導相が磁気秩序相や構造的秩序相と隣接する相図を有し、こ

れらの秩序と超伝導との関わりに大きな関心が寄せられている。われわれは、大型で、高品質な単

結晶Ba(Fel-xCox)2As2の弾性測定を通して、この系の構造的秩序や揺らぎと発現する超伝導と

の関わりを研究している。

(Fel-xCox)2As2の066弾性定数は、アンダードープ領域において、磁性/構造相転移温度(お)

に向かって室温から約7割--9割の弾性軟化現象を示す。これは、報告されている正方晶から斜方

晶への構造変化と一致し、この系が強軌道秩序である有力な証拠を与えている。一方、オーバー

ドープ領域では、 Co濃度の増加に伴ってその異常量は系統的に変化し、超伝導転移温度(九c)の

低下との聞に相関がある。 066の逆数である弾性コンブライアンス866の詳細な解析から、量子臨

界点x=0.069を挟んで、 866は磁気的量子臨界点における磁化率を同様の振る舞いを示すことが

分かつた。この系はNMRのスピン磁化率にも量子臨界的振る舞いが観測されている [2]。この磁

気的揺らぎと構造的揺らぎに現れる量子臨界性の二重的性格はこの系の超伝導発現機構を考える

上で特に重要であると考えられる。
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